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文部省における国際共同研究の現状

大和田紘一

東扇大学海洋研究所教授

要 旨

文部省の下には同立，私立の各大学があり，また直轄研究所や科学博物館のようなものま

で多岐に渡っていて私にはとても手におえないので，ここでは国際共同研究というのを国際

学術交流の範囲にしぼらせていただき，東京大学の中での国際学術交流と海洋研究所が日本

学術振興会の援助のもとに行っている東南アジア諸国との海洋科学の学術交流について話題

提供をさせていただきたい。

(1)東京大学の中での国際交流

東京大学の中には久城副学長を委員長とする国際交流委貝会と留学生交流委員会とがあっ

て，それそれ各学部，研究所からの委員によって構成されており，大体毎月 1度のペースで

委員会か運営されている。国際交流委員会において扱われる仕事の中では大学間の協定も大

きな位置を占めている。近年は特にこのような大学間協定が多くなってきている。しかし，

多くの場合に外国の大学と協定を結ぶことは非常に少ない。そこで部局間あるいは大学間に

おいて協定が結ばれたものは 5年毎に見直しを行い，その間に実際の活動が行われているも

ののみを更新するようにしている。財政的な裏付けかないとはいっても協定が締結されてい

ると，文部省科学研究費補助金の国際学術研究などに応募がし易くなるとか，教官や学生が

協定のある大学に留学した時に便宜がはかられるなどの利点は確かにあるように思われる。

東京大学には現在，外国人留学生1,734名が在籍しており，政府が今tH:紀末を目標に留学

生10万人計画を打ち出したことを考えると，今後ともその数は急激に増加するのではないか

と考えられている。これら留学生については各学部あるいは大学院の各研究科などが全くば

らばらに受け人れ，特に横の連携を持たない状態であったのを反省して昨年度から新しく留

学生交流委員会が全学組織として構成された。ここでは留学生に関する受け入れの現状，受

け入れに伴う間題や彼らが抱える間題などについて東京大学の各部局の教官および事務所サ

イドが把握しようとしたものである。全国の大学に先駆けて I東京大学における外国人留学

生・留学生受け入れの悲本方針確立のために. . J (東京大学留学生交流委員会第一次報告

書）を平成 5年2月にまとめた。この中では (1)留学生受け人れの理念， (2)留学生の

生活， (3)留学生の固有の問題，という各専門委員会を設け，現状の把握と将来の展望に

ついて考察した。囚みに東京大学の外国人留学生は，同別では中国633名，韓国484名，台湾

119名，タイ 50名，インドネシア 37名，バングラデイシュ 26名などの順であり，分野

別では大学院の研究科が学部学生よりずっと多くの工学系研究科584名，総合文化研究科223

名，農学系研究科210名，人文科学研究科125名，医学系研究科122名，理学系研究科118名な

どとなっている。上に述べたことは大学が多くの留学生を外国から受け入れ，彼らの教育を

行う上での間題について考えてゆこうとしたものである。国別に見ると日本に近い東南アジ
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アの国々が非常に多いことも分かる。これらのことがらは国際農林水産菓研究センターに水

産部が新設され途上国への技術援助を行うに際して，その理念を考え， またお互いの国の研

究者同志が共同研究を行う際の間題などを整理して進めてゆかれるものと者えるが基本的に

は共通の場があるように思われる。

(2)海洋研究所における国際学術交流

ここでは現在実行されているかあるいは計画が進行中の同際共同研究，大学間協定を結ん

での国際学術交流と日本学術振興会の援助による海洋科学の拠点大学方式による学術交流に

ついて紹介したい。海洋研究所は海洋の基礎研究を行う令囚共同利用研究所でもあり，国際

共同研究な、どでも窓l」として機能する場合が多いことから，現在は海洋科学国際共同研究セ

ンターを新設し，国際共同研究や国際学術交流の立案，運営，調整などを行いたいと考えて

いるがまだ実現していない。

1)現在進行中の国際共同研究

必ずしも増養殖の分野でもないので名前を挙げるにとどめる。 ODP(国際深海掘削計画，

昭和60-平成 5年，平成5年～平成10年）， IGBP(地球圏• 生物圏国際共同研究計画，平

成2年～半成11年）， GOOS(海洋観測国際共同研究，平成 5年～平成9年）， GLOBEC(世

界海洋生態系力学研究計間，平成4年）， KAIKO-Tokai (日仏海溝共同調査，平成5年～

平成9年）， InterRidge (国際リソジ計圃，平成4年），これらの国際共同研究は大学のみ

ならず水産庁を含む各省庁の研究所なども参加して行われている。

2)大学間協定による同際学術交流

米国・カリフォルニア大学サンデイエゴ校（無期限），メリーランド大学 (1990年～）ウ

ノズホール海洋研究所 (1989年～）ハワイ大学海洋・地球物坪学 (1991年～），ノルウェー・

ノルウェー大学連合 (1992年～）

この中ではカリフォルニア大学についてはスクリソプス海洋研究所とメリーランド大学につ

いては海洋ハイオテクノロジー研究所や環境・内湾研究センターが対象となっており，米国の

4大学については文部省科学研究費補助金やその他の援助を通じて活発な交流が行われている。

3)拠点大学方式による学術交流

日本学術振興会が窓口機閃となり，約10数年前から「東南アジアの学術協力」として①拠

点大学方式交流，②一般交流方式による交流，③論文博士号取得希望者への支援，などが開

始された。現在，タイ，インドネシア，フィリピン，シンガポール，マレーシア，中国の 6

ヶ国を対象に24の事業が，それぞれの対応機関で組織的，計画的に行われている。東京農業

大学を拠点とする農学の学術交流は既に昭和53年にスタートし，その中には水産に関する事

業も含まれているが，それとは別に海洋科学に関する学術交流事業が海洋研究所を拠点大学

としてまずインドネシアが昭和63年から，次いでタイが平成元年から，またマレーシアが平

成3年からスタートし／こ拠点大学方式による交流はある特定分野について交流実施の中核

機関となる大学を拠点とし，その協力大学及び個々の協力研究者を包括する大学連合組織で

対応する形をとるもので，交流の形態としては①研究者の交流，②特定課題に関する共同研

究の実施，③セミナーの開催，などが含まれる。いずれも分野ごとに双方の拠点大学の間で

協議された実施計画に某づき，日本学術振輿会と対応機関とが合意したものについて実施さ

れる。海洋科学については日本国内で海洋科学に関係のある学部や水産学部を持つ大学に協

） ], またはその中の多数の方々に協力研究者になっていただき，研究者の交流事業を行って

きている。その実績の内訳は平成 5年度途中までのデータではあるが，インドネシアでは相

手側から日本に56名をまた日本から相手側に54名の派遣を，またタイではそれぞれ43名，マ

レーシアではそれぞれ20名と21名とになっている。これは平均すると約8名前後の研究者が

鉦年交流していることになり，これも平均しての話であるが日本に派遣された交流の研究者
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は約 2ヶ月間の滞在，まだ日本側から派遣された研究者は約2週間の滞在が認められること

になる 0枠はそれほと大きくはないが，長期の溝在として 6ヶ月間が認められることもある。

交流にあたっては特に日本側での受け入れの場合に広く協力研究者や協力大学にホストをお

顧いしており，これらの協力無しには何年も継続することはとても不可能である。日本側で

お世話いただいた協力研究者にはできるだけカウンターパートとして相手の国に出かけてい

ただくことも心がけている。海洋科学といっても開発途上国についてはどうしても水産増菱

殖や水産資源学かベースになっていて，その卜土頂詞厄科学，海汗の物理，化学，生物学など

が乗っているという状態のように息われる。事実，交流研究者の60%以卜＾は水産あるいは海

洋牛物分野が占められている。

残念ながらまだ特定テーマでの共同研究について認められていないが，これらが今後の課

題と者えている。セミナーについてはこれまで以下のごとく開1祖されてきている。

第1回セミナー 平成2年2月19日-23日

東京大学海洋研究所

両太平洋域特に沿岸域におけるプランクトンの動態

第2同セミナー 平成3年 1月21日-24日

インドネシア，ディポネゴロ大学

沿岸海洋学・環境特性と資源

第3同セミナー 平成 4 年 8 月 19 日 ~22 日

東京大学海洋研究所

水産洵洋学

第4回セミナー 半成5年12月2日-4日

タイ，ソンクラ市

海洋科学

第5回セミナー 平成6年11月15日--17日（予定）

インドネシア，ジャカルタ市

海汗科学

これらセミナーには拠点大学方式で交流を行っている各国からそれぞれ数名ずつの研究者

が，またその他にシンガポール，フィリピンなどの研究者が日本学術振興会から招待されている。

また日本を含む4カ国を毎年順番にセミナーの開催国として回してゆくことも考えている。

論博事業については日本の大学院研究科に在籍しないで，自分の国で教育あるいは研究職

に付いたまま学位が取れると言うこともあって，現在非常に人気があり，応募数が増えてい

ると聞いている。この制度では 5年間の年限のうちにまとめなければならないが，論博研究

者は約2ヶ月間は指導教官のもとに来て実験が行うことができ，また指導教官も相手の国に

出かけていって指導をすることも認められている。

拠点大学方式による学術交流においてはご覧のように共同研究として大きな予算がつくと

いうよりは，どちらかというと研究者の養成を考えた研究者の交流に）J点がおかれている。

かなり多くの研究者が毎年交流しているのでこの点では非常に有意義であり，国際農林水産

叢研究センターや国際協力事業団などの共同研究事業などとも連携ができればさらにみのり

の大きい学術交流になるのではないかと考えるところである。先ずお互いの活動に関する情

報を交換し合うことをお願いしたい。次には私どもの拠点大学方式によるセミナーの開催国

にたまたま国際農林水産業研究センターより研究者が派遣されていた場合にはこのセミナー

にも参加していただき，可能であれば研究の発表をしていただくような関係をもてることを

お屈いしたい。このようなステソプをふみながらお几いの協力関係が続いて行くこと切望す

る次第である c
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今日もちょっと思い出したのてすか，今もこ紹介あ

りましたが， 1979年3月に養碩研究叫か発足するとき

に，私も輻所さんも同期生てこざいまして，あの当

時，藤谷参事官に水産］『の研究課で，大分， tI 

の練習などをさせていただきまし，｝こそれで人事院の
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の協定がある場合には，

囚際学術研究をとり易いとか，

を訪閂する場合には，

助かることもご

もう つは，最近にな、')て日本の人学に誓

常にふえて苔てし＼ることに閏係があり主す,これは，

日本政府も西暦2000年までには留ゲ店を10万人ぐらし、

にふやすのだとし＼うようなけ圃をしているそうでこざ

いまして，多分，現；l人では， 日本の国内に

h5,000人くらし¥し)るとしヽうふうに間いております。

そのうちで S 東京大学を見てみますと，現在，外l宝l

人留学牛が，ここに書含まし/'.],734名，この多くか

大学院レベルで，学邸0)レベルは乳常に少ないの

か，これか，今後ますます多くなってくるのではない

かと考えられていますし

我々も，委員会をつくって初めて

ごさいますか，留学．＇生を受け入れるとし＼うのは，

の学部間の自治がござしヽます(7)で，それそれ

連携なしに勝手にとっている，且llちそれぞれとり）jの

ルールも学部間で全紐迎ヽっているとし＼う、―とに

ぎましtこ柚の連携を強める必要に気がつき，93年2

月に，「東原大学における外同人誓学牛―留学生受入

0)甚木方針確立0)ため「」とし＼う， こうし＼う 1111-fをづ

くりましtこそ0)中ては，ヤa亨!Jc,;り「人れのJ州念とし＼
t ¥ますか，誓学牛を受lt),れるとしヽうことか東息

にと')てとうし＼う巴昧があるの刀＇としヽ うようなことを

ましめに苔えております 2斎日か，情学牛を之け人

れた場合の［し活の実慇はとうな→ ているかとしヽうこ

と， それをさら｛こ改苫！、，て¥,¥ < (こはとうしたらし心ゾた
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省に対して受け、人れの保且止の祖l

し}うことも合めて，生泊の間i(!)現；l人を知り，

~3 -）
 ~~ 

間の

＼ヽi¥ 
'--/て、
」-~

／）は，

しヽ＼

たっ

その後，養殖研に人所してからは，

まして， 日米の水産増養殖に関する会議を，紐谷さん

とか小金澤さんとか，諸先輩の指導を受けて随分やら

せていたたきましtこそういうことで，国際交流とい

うようなことを勉強させていただいたわけですか， . 

方，開発途Jー：国については， タイとかインドネシアの

JICA のプロジェクトでおやりだ ✓)た若い研究者がた

くさん養殖研に来られました。松里さんとか，福所さ

んなどに，そういう方々との交流の仕方などを教えて

いただいたわけですたそういうことが，今，海洋研に

移って，国際交流，学術交流ということに非常に役に

立っているということを，大変感謝しております。

さて，本渥の力ででございますが，文部省の Iいには

阿分いろいちな大学がございますし，直轄研究所とか

その他もございますので，それぞれが囚際交流をやっ

ているというようなこともありますので，今日私は，

ペ）は東京大学の中での同際学i肘交流， もう てつは洵

洋研究所が行っている学術交流というものに分けて，

両方についてお話をさせていただきたいと思います()

本日も，国立大学のかなりたくさんの先生がおみえ

それぞれの大学で独自にこうし}う学術交流をして

いますので， また後の差汀汀J論の時にで

も，それそれそういう面からのお話をいたたけるとあ

りがたしヽ と思しヽ ま

UJNRといい

で，

おられると

[:. 

) ::tす

は4

いたことで

このアブストラクトにも書いてありますが，東京大

学の巾でも，最近は， l土j際交流，国際学術父流という

ことが非常に大事になってまいりまして，昌lj学長のも

とに全学的な[¥.')p祭交流委員会とか，留学庄交流委員会

とか，そうしヽうものかつくられております c, 私もその

メンハーの一人なのですが，そこには各学部，Till'究所',

その他の糾織や事務部からそれぞれメンハーが出て，

二，外務

)ます0 そう

さらにも

:J人れる
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うちょっと改驚をしていこうというようなこと。 3番

目は．宗教間題を合めいろいろな個人的問題がござい

ます ）＼学院の場合には，家族を持 ✓_)ている灯もござ

いますし，そういった点の実態を知り，さらに，それ

をもうちょっと彼らに喜んでもうらうにはどうしたら

いいのだろうかというようなことを，まじめに考えて

しヽるところでございます。

我々の大学における外同人留学生の内よを見てみま

すと，国別で見ますと，ここに書きましたが，中国が

633, 韓国が484,台沼が119, タイが50, インドネシ

ア37,バングラデイシュ26, そのほかかなり多くの国

がござしヽ ま

それを分野別に見ますと，工学系研究科~ これ

は大学院の工学系研究科でございますが一―—これが

非常に多くなっています。文科系でございますと，総

合文化研究科が223名，その次に，我々の分野であり

ます農学系研究科，これは水産学専攻も合んでごさい

ますが，これが農学系全体の10%以ヒを占めている

と。その次に，人文科学研究科，医学系研究科，理学

系研究科というような順に卯んております。こうやっ

て見ますと，東京大学での学術交流，特に学牛を受け

入れるということをぢえましても，我々の近いところ

の東市アジア諸同，その中には開発途日星」といえない

国もございますが，そういうところから非常にたくさ

ん受け入れているということが分かります。この東南

アシア諸国からは，農学といわれる分野もかなり多く

受け入れているということはおわかりいただけると思

います。

JIRCASが，これからいろいろな形で間発途上国

と研究を共同でやっていこうという場合にも，我々が

学生を受け人れるというのとは，もしかしだら逆かも

しれません。こちらから向こうに出かけていって什事

をするというようなことかもしれませんが， また，向

こうからも来ることもあるでしょうし結周相冗にやっ

ていく場合の理念を考えるとかいうことにおいては多

分，我々と共通の場があると思いますので，今後とも

情報の交換その他をお顧いしたいところでございま

す。

次に，海洋研究所の同際学術交流について述べさせ

ていただきたいと息います（）海洋研究所は，必ずしも

水産増養殖ということがメインでございませんで，海

洋学といいますか，外洋も含めた海洋の駈礎研究を行

うということと，全国の共同利用研究所ということが

目玉になっております。

研究舶，臨洵のステーション，その他共同利用とい

うことでシンポジウムも開催しておりますので，海洋

学における囚際共同研究などでも窓LIとして機能する

場合が非常に多くあけます0 そこで，海洋科学同際共

同研究センターを開設したいと文部省にお願いいだし

ております。

現在進行中の国際共同研究といいますと，これはか

なり大きな規模での，文部省だけでやっているという

ものてはこざいませんが，大学関係，あとはかなりの

省庁が消昔になってやる国際共同研究ということで

は， ODP,国際深海担削叶画とか， IGBP, これは地

球圏• 生物圏国際共阿研究計画， GOOS, これは海洋

観測国際共同研究， GLOBEC, これはこれから新し

く行われようとしているものですが， [ff:界海洋生態系

力学研究計両。

海底の方の関係では， KAIKO--Tokai―—これは日

仏海溝共同調査 あとは， InterRidgeといいま

して，これもかなり大きな研究でございますが，こう

いうものが今行われているか，これから行われようと

しております。ただ，これについては今回の水産増養

殖というのとは多少離れますので，名前を挙げさせて

いただくということでかえさせていただきます。

先ほども申し上げましたが，大学間協定ということ

では，海洋研と大学間協定を結んでいるのは，スクリ

ノプス海洋研究所のあるカリフォルニア大学のサンデ

ィエゴ校、あとはメリーランド大学のハイオテクノロ

ジー研究所，ウノズーホール海洋研究所， さらにハワ

イ大学，ノルウェーにありますノルウェー大学連合と

いうようなものと，協定を結んでおります。

開発途卜国に関しては，拠点大学方式の学術交流を

行っているということで，直接，特定の大学とは協定

を結んでおりません。本日お集まりの先生方の大学で

は，例えばタイのチュラルンコン大学とか，いろいろ

なところと直接協定を結んでおられるのではないかと

思いますが，そういう現状については聞かせていただ

きたいと思います。

文部省の中に日本学術振興会，これから JSPSと呼

ばせていただぎますが， JSPSがかなりいろいろな形

での国際交流を支援しております。その中では，東南

アジアに関しましては拠点大学方式による学術交流，

あとは・→般交流方式による学術交流と，それと論博プ

ログラムというものに対する支援というのがかなり大

きなウエイトを占めております。拠点大学方式による

学術交流といいますのは，東南アジアのタイ，インド
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ネシア，フィリピン，シンガポール，マレーシア，中

国などと行われておりまして，それぞれ日本側に拠点

大学，相手側にも拠点大学というものをそれぞれ設け

まして，日本学術振興会の方から協力覚書の締結と

か，全体計画の定期的協議とか，そういうことを経て

行われているものでございます。

このそれぞれの， 日本側では拠点大学があって，そ

の周りに協力大学群という幾つかの大学にお顧いして

やっています。相手側の力も，ある場所が，例えばタ

イの場合は NRCTといわれる NationalResearch 

Council of Thailandが拠点になって，海洋科学，マ

リーンサイエンスをやっている大学が協力大学になっ

て対応しているというようなことでございます。この

交流の主なアクテイビティーは，研究者の交流，特定

テーマを選んでの共同研究の実施，そのほかそれぞれ

の国でのセミナーの開催ということです。

後で出てまいりますが，海洋研究所の場合は，海洋

科学という分野で，タイ，インドネシアとマレーシア，

ごヶ国と行っております。きょうもたくさんの大学の

先生方が来ておられますが，多くの大学に協力大学群

になっていただき，さらに，その中で特にアクティブ

な先生方に，協力研究者となっていただぎ交流に参

加してもらっております。

拠点大学方式というのは，既に10数年前からスター

トしているわけでございますが，農学の分野で東京農

業大学が，昭和53年から，スタートいたしまして，こ

れは対象国がインドネシア，フィリピン，タイとなっ

ております。この農学の分野には水産学交流も入って

おりまして，かなり水産分野の先生方が交流をされて

いると間いております。

この表で見ていただいておわかりかと思いますが，

随分いろいろな分野，理工学部，医学部，総合工学と

か，いろいろな分野で拠点大学方式による交流がおこ

なわれているということがいえると思います。

海洋研究所の海洋科学は，昭和63年に，まずインド

ネシアがスタートいたしまして，その後，平成元年に

タイ，平成 3年にマレーシアと広がってきました。相

手側の拠点は，インドネシアの場合は， LIPIといわ

れる IndonesianInstute of Sciencesが拠点になっ

ています。タイの場合はチュラルンコン大学が拠点，

マレーシアの場合はマレーシア農科大学が対応してい

ます。

そのアクテイビティーは，現在のところ，我々の海

洋科学では，大型共同研究というのが，残念ながらま

だJSPSから認められておりませんので，研究者の交

流として，毎年日本側から 8-9人，相手同側から 8

-9人の価究者が交流していま

相手国側から日本に来る場合には，大体平均します

と2カ月間，それそれの派遣研究者が探されたホスト

サイエンティスト，あるいは我々の方で，探してお厠

いするようなホストサイエンティストのところで研究

をしていただくことにしています。日本側からは，平

均すると 2週間ぐらいしか行っていないのですが，相

手国の現状を見てきて，いいフィールドがあればこれ

から一緒に仕事をするというようなサーベイをしてい

ただくということがJ:でございますが，そのような交

流が続いております。

もうひとつのアクテイビ｀ティーとしては，論博とい

うのがございます。対象国がここに書いております

が，論博は，日本の場合も大学に論文博士という制度

がございますように，大学院に入らなくても審査を受

けることによって学位を取得することができるための

支援です。大学院に入らなくていいということは，相

手の国で，とくに研究あるいは教育職で職を持ったま

ま研究を続けるということが可能で， 5年間の間に論

文をまとめるというようなことで行われております。

その間，毎年，研究者が日本の指導教官のもとに 2カ

月ないし 3カ月溝在して研究を行う，また指導教官の

方も相手の国に 1週間ないし10日ぐらい出かけていっ

て指導をするということを何度か繰り返して学位論文

をまとめていく，最終的には審査までお金の面でサポ

ートしてくれるというようなことでございます。

この場合は 5年間が限度ですので， 5年以内に学位

論文をまとめれば良いので，現在非常に人気がござい

まして，たくさんの応募があると聞いております。

これは平成 5年度の論博採用状況ですが，これはす

べての分野を含んでおりますので，我々の海洋科学と

か水産というのがどの程度入っているかちょっとわか

りませんが，タイの場合で新規の申請数が45に対して

採用されたのが10と，インドネシアの場合でも29に対

して 2と，非常にコンペテイティブです。

審査する側からのお話を伺いますと，指導教官にな

られる力の意気込みというのも非常に審査の対象にな

るということです。ですから，指導教官側のかなりま

じめな対応ということが，重要だということかと思わ

れます。多分これからは， JIRCASで一緒にやって

いるような方が，将来例えば論博を受けたいなどとい

うこともあるかと思いますが，そういうときには，我々
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ともぜひ情報の交換をさせてし、ただ苔たいと息ってお

りま

協力大学の話をしヽだしましたが，現在のところ，洵

汀科学：の場合は，協）」大学として、―こに拳がってし＼る

ような15大学19学部にお顧いしており，この中には協

））研究者にもなっていたたいておりますし、そのほか

にも協））人学にな ✓)てなくても協力研究者にな ✓)てい

ただいている力もおります＼）そういう方々には， 一つ

は，相手囚側から研究者のホストをお願いする，ホス

トをしていただいた）jには，ぜひカウンターパートと

して相手の[Ji]の実情を見ていただくというようなこと

をお願いしております。

これまでの実紹でございますが， これは， 日本から

相手のインドネシア，タイ，マレーシアに浜遣した研

究者の内訳をホしだものでございまして，それぞれス

タートした年が違いますので人数が違いますか，現在

のところ， 54,43, 21という方々を［辰遣しておりま

その分野別の内訳で見ますと，やはりどうしても水産

の分野と海洋生物学か多くなっております。海洋科学

といいましても，開発途上国のrtIでは，やはり水産，

あるいはそれに関係する洵洋生物学の分野というのは

まだまだ重要でこざいまして，最近になって水の流れ

を知るとか，化学的環境間題をやるとか，そうしヽった

ほかの分野も次第に膨れてきつつあるというような現

状でございますc

これが，それぞれの国から日本に派遣された研究者

の数でございますが，大体，日本から派遣したのとそ

れはど大きな数の迎いはございませんが，分野で見ま

しても，やはり水産分野とか，海洋生物分野というの

が，非常にこれまでのところ多くなっています。こう

いうことを考えますと，やはりこれからも JIRCAS

の力のアクテイビティーとは，ぜひ連携が持てるよう

なことがあれば非常にありがたいと思っております。

もうひとつは海洋科学を行っています。我々，少な

くとも 2年に 1度ぐらいは，そういう円でセミナーを

持ちたいということで， JSPSにお馳いしてやってぎ

だものでございますか，第 1同のセミナーが1990年に

マリーンバイオロジーというタイトルで，東原大学の

海洋研究所で行っていました0

第2回は， 91年 1月にインドネシアのスマランのデ

ィポネゴロ大学でコースタルオーシャングラフィーと

'.¥o.4 U99:ii 

し＼うタイトルでセミナーを行し．、ましだ。

てはプロフィーニングスか出ておりま

:.. れらにつし)

3番日が， 92年 8月にフィソシャリーズオーシャン

、グラフィーとしヽうタイトルて， これも東京て行いまし

た

第41口1日は，廿1年の12月でごさ＼ヽますが， タイのソ

ンクラでマリーンサイエンスのセミナーを行いまし

今年はシャカルタで11月頃に，やはりマリーンサイ

エンスのセミナーを開く予定を立て，

に申哨するところです。

これから JSPS

将来は日本，タイ，インドネシア，次はマレーシア，

また東京へ戻ると，毎年順繰りに1illしながら海洋科学

のセミナーを行い，できればその中にはポイントを絞

ったような，ある分野に集中したような， Workshop 

なんかも含めて， 2日ないし 4日ぐらいのセミナーを

開いていきたいというようなことを者えております、

我々，今までも JSPSの場合は，開発途上同の方々

に米ていただいて，ちょっと差し出がましい言い方か

もしれませんが，教育をするとか，そういうことはで

きますが，物を援助するとか，そういうことがなかな

かできないということで，今まではできるだけJICA

と何かの形で連携でぎないかということをお願いして

きたのですが，今度新しく JIRCASというのができ

ましたので，まずお顧いしたいのは，お互いにアクテ

イビティーのインフォメーションの交換をするという

ようなこと，あとは個々の方々かそれそれの国に派遣

されて行っているような場合に，たまたまこういうセ

ミナーが開かれるというようなことがあった場合に

は，もしできればそこに出席していただいて，研究発

表などもしていただければ非常にありがたいなと考え

ています。そういう相互の連携をしながら，将来，我々

も共同研究にまで発展させたいと思っておりますの

で，そういうことをお屈いしたいと息っております。

雑殷な詰ですか，以上です。（拍手）

座長 大変ありがとうごさいました。質間もたくさん

おありと思いますけれども，総合詞論のところに回さ

せていただきたいと息います。


